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柏崎刈羽原発再稼働に関わるリーフレツト配布中止の申し入れ

蝶が配布 t_′ようと tプでしヽる、柚崎
:メ

11羽 1翠斃鎌賞豊。購災対策締理解奪i鷲める 1」 …フレンヽトの蠅

帯鍮申止を以下佛 ρつの選曲
¨
ぐ求め譲す。

1、 再稼働問題饉ついて供露事と県議舗 決ヾめ、県民|こ説明す機と燎ヽ・う議会筆増民主主義的方法で

|よ、分断を生み問題を軸各tiる ci幾賦鷺意思決定|こが藤螢させ儡熟議武翠主義で、県民釣納得

を得る方)去を探るべきであ儡。必要なΦIよ一方鑢なI購華浸避使った1が一フいソヽト恥ような「説

明哺で|よなしヽ。良しヽ1)青報も悪しヽ1購華浸も誠意を持つて提供した上で命難民との「真歌な議論」に

よる合意形成だ。常れ以外 |こ県民命信頼書熙捜し、分断嚇熙避す懲方法|よなしヽ.

2.lJ―フレツトの作成の根拠となった爆 民の理角準を深ぬる」方向`駐 |よ、「県民意識調査」の分

析からの結果である。知事|よ議会で「この判断は、統計学 |こ基づき、有意となるサンプル数

を確保して集計、分析した結果、明らかとなつた複数の事実、あるしヽ|よ相関関係を基にして

推論したものでありまして、その合理性を検証した。合理的であると考えております」と述べ

てしヽ確5。

そこで、'構報公開講求で県民意識調査命笠データを取得し、まず公表された分析結果の検

証をおこなつた。検証|こよると、停|はば「安全対策 |こ関する調知度が高くな机ばな剰まど(知

識量が増えるほど)、『再澪家働の条件|よ現状で整っでしヽ儡』と[思う書輸 が高くなる(頃向にあ

る」という分析結果 |こつし`
‐
で|よ、相関関係さえ言忍綸あれな角`つた。現在、県翁担当者と連絡を

取リヂ :・ 分析結果が導かれた手法査確認しようと言式み
‐

=し
儀ヽが、銀償1の説明|よ 2度変わなり、

未だに合理的な説明にたど噂つ与ヽてしヽなbヽ。つま|ジ「安全対策|こ闇する誡供機度が高くなれば

なる|よど蜘 識量が増え叡漱ど)、『再稼働め条件|よ現状ぐ整ってしヽる』と思う書」合が高くな

る(ヒ貫向にある」と勢分析結果鋳合理的根拠|よなしヽと言粋ざ儀を得な娠ヽ。

以上


